
 

 

 

◇2030年の世界を 2025年に、中部国際空港島及び周辺地域にて実現 

◇「あいち・とこなめスーパーシティ構想」の具体化を加速 

◇2024年３月開催の「Smart Manufacturing Summit by Global Industrie」を見据えた 

事業・取組を推進 

エリア内の魅力向上につながる 

５Ｇ等デジタル技術の社会実装を目的とした支援 
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 あいちデジタルアイランドプロジェクト 

 

2023年度・2024年度 

に想定する取組（例） 

エリア内での実装支援 

エリアを活用した民間企業による 

５Ｇ等デジタル技術の実証実験を支援 

製造 

（遠隔監視・XR 作業支援） 

金融 

（生体認証、AI アドバイザー） 

建設・土木 
（遠隔ロボット・インフラ管理） 

医療・ヘルスケア 
（遠隔診療・遠隔手術・ 

スマート救急） 

防犯・警備 
（4K カメラ・AI での追跡・  

犯罪予知） 

 県内全域への波及 

 

想定される実証実験分野 

流通・サービス 

（搬送ロボット・店舗管理）  

＜取組の全体イメージ＞ 

中部国際空港島及び周辺地域における５Ｇ等デジタル技術の活用に向けた取組 

～あいちデジタルアイランドプロジェクト～ 

  

○ 中部国際空港島及び周辺地域（以下「当該エリア」という。）を、５Ｇ等デジタル技術を活用した革新的事業・サービスのオープンイノベーションフィールドに位置付け、2030 年に導入が見

込まれる近未来の事業・サービスを、2025 年を目途に実装することで、本県及び常滑市が当該エリアで進めている「あいち・とこなめスーパーシティ構想」の具体化を加速。 

○ 特に、2024 年 3 月に愛知県国際展示場で開催される「Smart Manufacturing Summit by Global Industrie」を見据え、当該エリアの魅力をデジタル技術により早期に向上。 

○ 併せて、革新的事業・サービスの実証・実装フィールドを求める国内外の先進的テック企業の誘引を図り、県内への革新的事業・サービスの展開を促進し、県内全域のイノベーション創出につなげる。 
 

Ⅰ 本プロジェクトの目的 

〇 当該エリアの、①魅力向上に向けた「エリア内での実装支援」と、②利活用を促進する「エリアを活用した実証支援」を両輪に推進 

〇 あいち産業ＤＸ推進コンソーシアム、あいちロボット産業クラスター推進協議会等を活用した取組の横展開により、当該エリアのイノベーションを県内全域へ波及 

Ⅱ 本プロジェクトの取組概要 

 

エリアを活用した実証支援 

メディア・エンタメ 

（XR ライブ・メタバース） 

宿泊施設 
（スマートホテル（遠隔 
 労働・無人運営）） 

実
現 

展
開 

アバターロボットの活用 

(海外からのイベント参加) 

OneID（顔認証） 

によるエリア周遊 

メタバースを活用した 
リアル・バーチャルの 
イベント同時開催 

デジタルツイン 

の構築・活用 

バーチャル訪問・観光 

（XR/ﾘｱﾙﾊﾌﾟﾃｨｸｽ） 

自治体 

（災害・教育） 

 

別 紙 

 

 

人流／属性データの 
取得・活用 

（スタートアップと連携） 

 

☜５Ｇ等デジタル技術

を活用した低遅延で

の国際コミュニケーシ

ョン 

☞アバターロボットを   

  活用した観光・コン 

ベンション・案内など 

☜人流データを基にし 

  た自動運転バスの 

運行 

☞人流／属性データの 

取得・活用調査 

2022年度に想定する取組 
 

■民間企業間の技術シーズとニーズを

マッチング 

■民間企業と所管官庁等をつなぐワン

ストップ窓口の設置・運営  

等 

2022～2024年度に想定する取組 

※上記の掲載画像は、取組イメージです。 
等 等 


